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編集後記
　当協議会では、バーゼル銀行監督委員会の「証券化商品の資本賦課枠組みの見直し」第二次
市中協議文書に対して、本年３月24日 付 で、GFMA（Global Financial Markets 
Association）をはじめとする海外の主要関係団体と共同で意見書を提出しました。

　当協議会では、国内外を問わず、他の団体と共同で意見書の提出を行ったことは今回が初め
てのケースとなりますが、各国の証券化関係団体がひとつになって意見を述べることにより
意見の説得力が増すほか、当協議会の国際的なプレゼンスを高めることにもつながるものと
思われます。また、国際的な規制の動きに対して、海外の関係団体と協働していくことは、より
機動的かつ効果的な規制対応を図る上でも、大きなメリットがあるものと考えています。

　当協議会としては、これを機に、海外の関係機関・団体との協働関係を維持・強化しつつも、
欧米主導になりがちな議論に対して、わが国の証券化市場の実情を踏まえた説得力のある主
張を続けていくことが大事であると考えています。
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